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研究実績 
の概要 

本研究は、仮想空間内の動きを物理動作に連動することで実在感を増す効果を引き出
す運動強調ディスプレイのアイデアに着目し、テレプレゼンスロボットに応用するこ
とで身体的引き込みによるによる遠隔コミュニケーションを支援する運動強調ディ
スプレイシステムの開発に取り組んでいる。ここでは、ディスプレイの動作を制御す
る仮想空間内の動きとして遠隔対話者の頭部身体動作を基本とし、会話での遠隔者の
リモート音声、発話者のローカル音声、さらには視線の動きなどを組み合わせてディ
スプレイの物理動作を生成する。ディスプレイ物理動作を生成するために、利用者の
物理的な身体運動を直接利用することに加えて、人の生体情報、つまり眼球運動情報
と音声情報を利用することで間接的に身体動作との関連づけを検討している。 
 
つまり、遠隔者の明白な動作に対する頭部動作計測データに加えて、明白な動作検出
ができない場合でも、視線計測による間接的な運動強調制御を行うことで、リモート
インタラクション機能の実装を目指している。また、遠隔者の運動動作とは別に、リ
モート側での音声データおよびローカル側での音声データを利用して、対話応答性の
良いローカルインタラクション機能を実装する。こうした複合的なインタラクション
における様々なパラメータの組み合わせを評価するために、本研究では仮想環境を用
いた評価システムを構築し、様々な角度からの検討を行った。その一部を紹介すると、
反復運動におけるフィッツの法則、感性工学からの評価手法の検討、AI スピーカと
の連動、そして、海外からの視点による検討など、多方面、多角的な検討を行い、有
意義な考察を行うことができた。その結果、学会での講演報告、査読論文、国際会議
での講演などの研究成果を得ることができた。 
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